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研究成果の概要（和文）：　本研究では、日本による植民地拡大という状況の中で、東アジアの哲学者たちがど
のように思索を展開したのかという観点にたち、個別事例を検討した。中国大陸においては、それまで西洋哲学
を中心に研究していた張東ソン（くさかんむりに孫）、金岳霖、沈有鼎らが、この時期、西欧由来の哲学とは区
別された中国的な哲学を模索していたことを明らかにした。日本に関しては、西田幾多郎の「日本文化の問題」
についてとりあげ、そこで歴史の非合理性が強調されていることを明らかにした。台湾については、洪耀勲ら
が、京都学派からの刺激を受け、現象学を批判的に受容しながら、台湾の風土についての考察などを行っている
ことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：　This study examined individual cases from the perspective of how East 
Asian philosophers developed their thoughts in the context of Japanese colonial expansion. In 
mainland China, Zhang Dongsun, Jin Yuequn and Shen Youding, who had previously studied mainly 
Western philosophy, shifted their interest to the research of the characteristics of Chinese 
philosophy. With regard to Japan, Kitaro Nishida's ‘The Problem of Japanese Culture’ was 
discussed, in which the irrationality of history was emphasised. With regard to Taiwan, it was 
revealed that Hong Yaoxun, stimulated by the Kyoto School, studied phenomenology and made the 
philosophical study on the climate of Taiwan.

研究分野：中国哲学

キーワード： 植民地　京都学派　現象学　西田幾多郎

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　普遍的な真理を追求する哲学者が、日本による植民地拡大という状況下において、みずからが所属する地域の
文化的特徴を哲学的な次元で把握しなおそうとした事例について解明することができた。安易にナショナリズム
を鼓吹することなく、個別的な地域の特徴を哲学的に論証しようとした試みの諸相を明らかにすることにより、
多様な文化の共存を目指す上での参照軸を提供することができた。また、期間中「東アジアレクチャーシリー
ズ」と題した講演会をオンライン配信で５回実施し、国内外の研究者と意見交換を行い、学問水準の向上に努め
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

本研究はポストコロニアリズム研究の一環に位置づけられる。ただし、ポストコロニア

リズムが往々にして被植民地側の立場にたち、植民地側の言説を批判する構えを見せるの

に対し、本研究では普遍的真理の探求や、よく生きるという普遍的価値の探求を旨とする

哲学を対象とするため、植民地側、被植民地側の言説を価値づけすることはしない。むし

ろ、被植民地側の哲学言説は、植民地側のそれを取り入れつつそれに応答するかたちで形

成されていることが多い。そこで、本研究は植民地／被植民地の区別を過度に強調するこ

となく、戦前期に東アジアの各地域で形成された哲学を、トランスカルチャー（文化横

断、中国語では「跨文化」）の視点から捉え直そうとした。「跨文化」は中国語圏、特に台

湾や香港の学術研究で近年よく用いられる用語であり、本研究もそうした潮流を受けと

め、消化した上で進めていった。トランスカルチャーはまた、グローバリズムとも一線を

画す。グローバリズムが同一の規準を要請するのに対し、トランスカルチャーという視点

から、個々の言説が複数の異なる文化からの影響下に成立していることを強調しつつ、影

響の受け止め方の違いや、その言説の独自性を擁護する方向を重視し、戦前の東アジアの

哲学の展開において、日本の植民地支配という現実がどのように作用したのかを思想史的

に明らかにしようとした。 
 
 
２．研究の目的 
 

 本研究の目的は、まず、埋もれていた植民地出身哲学者（主として台湾出身者）の言説

に光をあて、その内容を紹介することにある。日本で哲学を学んだ洪耀勲、曾天従、林茂

生らについて、彼らが日本の哲学者の言説をどう受容し、そこからどのように独自の思考

を展開していったかを解明する。また、朝鮮出身でやはり日本で哲学を学んだ朴鐘鴻につ

いてもとりあげる。 

 一方、宗主国側の日本でも、植民地の経験は哲学者たちの言説にも影響を与えており、

西田幾多郎の「日本文化の問題」や和辻哲郎の『風土』、田辺元の種の論理などは、その

一例となる。これらのテキストの意義を植民地支配という観点から読み直すのが本研究の

２つ目の目的である。 

 また、３つ目の目的として、1930年代以降、日本による侵略が迫る中で、張東蓀をはじ

めとする西洋哲学を主たる研究分野としていた中国大陸の学者たちが、中国哲学の特徴の

解明に力を注いでいく具体相について探究する。 
 
 
３．研究の方法 
 

 トランスカルチャーという視点は、近年盛んに採用される研究視角であり、本研究にお

いても、関連する研究を大いに参照しつつ、個別のテキストの分析を行った。日本、中

国、台湾など各地域の哲学者の言説を相互に読み比べることによって、従来見過ごされて

きた観点を掘り起こすよう努めた。 

 研究対象が広いため、他の研究者との意見交換が研究推進のために必須であり、国際的

な学術会議を開催することによって、当該課題に関する学術交流の場を設けるよう意図し



ていた。研究代表者および分担者が参加して設立した International Society of East Asian 

Philosophyの大会などの場を活用することを当初は考えていたが、新型コロナウィルスの

世界的な蔓延により、この方法による研究推進は計画を見直さざるをえず、代替としてオ

ンラインレクチャーを５回行った。 
 
 
４．研究成果 
 

 研究代表者の志野好伸は、日本、台湾、中国大陸における現象学受容のあり方につい

て、「東アジアにおける現象学の展開」をまとめ、『何処から何処へ―現象学の異境的展

開』に掲載した。ここでは、ヨーロッパ留学の前に中国に立ち寄った和辻哲郎の見聞がそ

の著作『風土』にどのように生かされているかについての研究、日本の植民地時代に台湾

に生まれ、日本で哲学を学んだ洪耀勲と曾天従についての研究が含まれ、彼らの思想を、

日本の同時代の哲学者、とりわけ京都学派に分類される人々との関連性に注意しながら分

析した。洪耀勲や曾天従は、台湾で近年ようやく着目されるようになった対象であり、日

本語での研究はこれまでほとんどなく、日本の植民地化での哲学研究について新たな貢献

ができたものと考えている。 

西田幾多郎については、志野が「日本文化の問題」の読解を主な対象とした「西田幾多

郎の「物」をめぐる思想―源了圓論文を承けて」を執筆し、研究分担者の林永強（Lam 

Wing-keung）は、「新儒家としての西田幾多郎―人格実現説をめぐって」を執筆し、とも

に論文集『東アジアにおける哲学の生成と発展―間文化の視点から』に掲載刊行した。ま

た、林は “Nishida Kitarō and Virtue Ethics: With a Focus on Zen no Kenkyū” や 

“Reading Nishida Kitarō as a New Confucian: With a Focus on His Early Moral 

Philosophy” といった論考を発表した。 

また、志野は、中国の論理学者である金岳霖と沈有鼎が、1930年代から 1940年代前半

の間に、中国哲学について探究した論考を発表し、彼らが普遍的な哲学を志向する一方

で、中国哲学の独自性について考察した事例について、論文「論理学者にとっての中国哲

学―金岳霖・沈有鼎を中心に―」をまとめた。さらに、張東蓀について、「張東蓀の生命

哲学批判」「張東蓀にとっての中国思想」という２本の論文を執筆し、張東蓀の関心が認

識論から知識社会学に移り、伝統的な中国思想の特徴について積極的にとりあげるように

なったのは、1930年代の日本の侵略をきっかけとし、民族復興という政治的意図を研究に

も反映させたことによることを論証した。「健全な主体」としての個人を民族に埋没させ

ることに警戒し、中国の伝統的な修養論を、西洋の民主制に接ぎ木しようとした張東蓀の

思想は、植民地期の中国の思想として再評価に値するものであることを明らかにした。 
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